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What Do Learners Expect to Study
in Intermediate-level Japanese Language Class?: 















































































初級 中級 初級 中級 初級 中級
自分の力は伸びている 42％ 22％ 31％ 42％ 17％ 33％
授業は面白い 50％ 25％ 22％ 42％ 19％ 28％
教科書の内容は面白い 25％ ６％ 33％ 33％ 31％ 39％
教科書の練習問題は面白い 28％ 14％ 22％ 22％ 33％ 44％
教科書の説明はわかりやすい 44％ 11％ 28％ 36％ 17％ 39％
教師の教え方に満足している 53％ 36％ 25％ 39％ 14％ 19％
教師の教え方はわかりやすい 50％ 33％ 33％ 42％ ８％ 19％
進み方はちょうどいい 36％ 11％ 22％ 31％ 25％ 47％














































































































































































































































































































































０ ５ 10 15 20（人）
■人数
　短文作成練習に加えて，学習者は初級レベルと同様に学習する文型・表現を短い会話形式で練
習することや，ゲーム要素を取り入れて練習することも望んでいる。さらに，長い文章を書く練
習を通じて，学習する文型・表現がどのように用いられるかを学びたいという要望も強く持って
いることが明らかになった。教師は初級レベルでよく行われている教室活動，および教室の雰囲
気作りを中級レベルでも継続しつつ，学習する文型・表現を比較的長い文章でも用いる作文練習
を意識化していく必要がある。
４．５　自由記述回答について
　中級の学習で困難を感じていること，中級の教科書に対する要望，中級の教え方に対する要望
の３点について，自由に記述してもらった。前節で言及できなかった点をまとめると以下のよう
になる。
＜中級の学習で困難を感じていること＞
（１）漢字
　例： 漢字の読み方／漢字の授業をもっと体系的にして，覚えるコツとか仕組み，漢字の音につ
いて授業をしてほしい／漢字を覚えるのが難しい
（２）敬語
　例： 相手や状況によって尊敬語と丁寧語と謙譲語を使い分けること／ぞんざいな言葉を楽に使
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中級日本語学習者が望む学習とは何か －高等教育機関におけるアンケート調査－
えるように練習できる時間がほしい
（３）語彙
　例：方言や略語／固有名詞／専門分野の語彙を早く学びたい／擬音語，擬態語
（４）自分の意見を正確に伝えること
　例： 自分の意思を日本語で正確に相手に伝えること／人と会話する時，相手の意味がわかって
いても，自分の考えや意見を述べられないこと／単語は知っているのに，文の意味は理解
できない時がある／自分のレベルに自信が持てないため，他の学生と話したりするのを難
しく感じる／作文が一番難しい
＜中級の教科書に対する要望＞
（１）文法
　例： わかりやすい説明／練習問題を増やす／より多くの例文をつける／教科書の内容が多い／
日常で使える例を増やす／いろいろな状況がある練習／初級ともっとつながりを持つよう
にする
（２）語彙
　例： 辞書に載っていないがよく使われる言葉を取り上げる
（３）会話
　例：もっと日常会話を増やす／話す時間を増やす　
（４）その他：
　 「メイン教材とサブ教材があって，メイン教材では理論的なところを主に勉強し，サブ教材には
学んだ内容についての面白いエピソード，新しく学んだ表現を使った言葉（ことわざ，名言な
ど），歌，関連主題のウェブサイトなどが載っていたらいいと思います。そして授業時間外でも
そういう資料を自分で探しながら本を通してだけでなく，多様なやり方で学んだ内容を復習で
きたらいいと思います。」
＜中級の教え方に対する要望＞
練習方法・時間の使い方
　例： 会話や発表の時間を増やす／学生たちが話す機会を増やす／学んだことを直接話したり，書
いたりする時間を増やす／教科書の中の文法をもっと生活に近い例にする／習った文型で
長い文を書く方法を教える／例文を作る練習を増やす／もっと効率的な勉強方法があった
ら教えてほしい
　敬語，語彙，漢字の学習に困難を感じていることは許・鶴町（2009）にも言及があり，中級レ
ベルの学習者が共通して抱える問題である。中級レベルの学習項目の選定，および教授法につい
てはさらなる検討が必要である。
５．おわりに
　初級に比べ，中級以降の学習項目および教室活動の検討は立ち遅れている。上級までの日本語
学習を目指す留学生が増えるなか，初級，中級，上級と段階的・体系的に学べる学習項目の早急
な検討が必要である。
　従来，中級レベルはそこに配置される学習者の背景が多様で，授業の目標があいまいになるこ
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とが指摘されてきた。これは教授者側から見た問題点であるが，アンケート調査を通じて学習者
側から問題点を見ると，授業目標があいまいなのは学習項目を体系的に整理できておらず，実情
に合った形で学習項目を選んでいないからではないかという疑問が投げかけられる。
　上級までの言語習得を視野に入れた高等教育機関で学ぶ学習者の多くが，文法・文型，語彙を
段階的，かつ体系的に学ぶことを希望しており，アカデミックな場面での日本語も日常生活での
日本語も必要としていることを考慮すると，それぞれの状況で必要とされる文型，語彙は何かを
コーパスなどをもとに調査し，従来の学習項目を洗い直す検討を行っていくことが今後の課題に
なるだろう。
注
⑴ ミャンマーの学習者は，国費教員研修留学生プログラムで来日した留学生である。自国の中等
教育機関の現職教員であり，日本の大学において学校教育に関する研究を行うことを留学の目
的としているため，「研究生あるいは大学院生」として分類した。
⑵ 中国語訳には経済学部３回生馬唯佳氏，韓国語訳には工学部２回生金善右氏の協力を得た（2011
年12月調査時）。記してお礼申し上げる。
⑶ 「中級の学習で一番難しいこと／困っていることは何か」という自由記述の質問に対し，「各課
の語彙や文法がかなり多いので，授業を数回休むとついて行くのが大変である。（中級２学習
者）」「各課のペースが非常に速かった。初級レベルの日本語は４カ月で学んだが，中級レベル
は２カ月だった。また漢字を学ぶことも問題となったため，覚えるべき単語の数がものすごく
増えた。多くの単語が同じように聞こえ出して混乱した。さらに発音も難しかった。（上級学習
者）」といった回答もある。
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